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6059-Sに 関する臨床的検討
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肺炎8例, 慢性気管支炎1例, 急性膀胱炎2例,胆 道感染症2例,敗 血症2例 の中等症ない

しそれ以上の内科的感染症15例 に 6059-Sを 使用した結果,著 効5例,有 効6例,や や有効2例,

無効0,判 定不能2例 の結果を得た。判定不能の2例 はいずれもマイコプラズマ肺炎であった。

細菌学的効果を観察し得た 10例 中8例 で除菌効果がみられた。

副作用については15例 中3例 にみられ, 1例 で好酸球増多,1例 で軽度の貧血と好酸球増多,

1例 で発熱,発 疹,肝 機能異常を認めた。

少数例の検討であり結論を出し得ないが,中 等症ないしそれ以上の感染症に対して臨床効果を期待

し得るものと考える。

緒 言

6059-Sは 塩野義製薬研究所で 開 発 された オキサセ フェム

誘導体であり,セ ファロスポリ ン骨格 の核の硫黄原子(S)が 酸

素原子(O)に 置換され,さ らに7位 にメ トキシ基を もち,セ

ブァマイシン系にも近似 した構造を有 している1)。 その特徴と

しては,β-lactamaseに 極めて安定で あり,試 験管内抗菌力に

おいてグラム陰性桿,菌 特 にイ ンドール陽性Proteus,H,in-

fluenzaeに強い抗菌力を示すとともにCitrobacter,Serratia,

Enterobacter,P.aeruginosaな どにも抗 菌 活性を 示 し,

さらにグラ云陽性,陰 性嫌気性菌に も抗菌活性を示すが,グ

ラム陽性球菌に対する抗菌力は 他の セ プアロスポ リン系,セ

ファマイシン系 抗生物質 より劣 る ことが 知 られてい る2～4)。

また,生 体内動態では本剤の血中濃度 は高 く,dose response

を示し,半 減期 も長いとされ,投 与後6時 間 まで に80%前 後

が尿中に排泄されるといわれ,さ らに胆汁中,髄 液中,そ の他

の体液中および組織への移行も良好であると云われ ている5)。

今回,私 どもは本剤を呼吸器感染症を主とする内科的感染症

に使用した結果にういて報告する。

対 象

対象症例は18才 から90才 にわたる男性患者7例,

女性患者8例 の計15例 であり,平 均年令は56.6才

であった。その疾患別内訳は肺炎8例,慢 性気管支炎

1例.急 性膀胱炎2例,胆 道感染症1例,胆 のう炎1

例,敗 血症2例 であり,何 らかの基礎疾患をもつもの

が多くいずれも入院患者である。なお,投 与前の本剤に

による皮内反応は全て陰性であった(Table1)。

投与量ならびに投与方法

投与量とし七は1日 股与量として1g投 与例3例,

2g投 与例7例,4g投 与例5例 であり,い ずれも朝

夕の2回 にわけ,2g投 与例2例 のone shot静 脈内

投与例を除いて,他 は点滴静脈内投与を行なった。One

shot静 脈内投与は5%ブ ドウ糖液20mlに 溶解の上

投与し,点 滴静脈内投与は100～500mlの 電解質液に

溶解の上30～120分 で行なったが,200mlに 溶解の上

30～45分 で投与したものが多かった。また,1例(症

例15)で は一時中止後再投与した。

投与日数は6日 から16日 間であり,平 均投与日数

および投与量は10.9日 間,25.8gで ある。

効果判定基準

下記の判定基準に従って判定した。

1.肺 炎,慢 性気管支炎,胆 道感染症および敗血症

著 効(廾):本 剤投与後7日 以内にすべての自・他

覚症状の消失ないし著しい改善のみら

れたもの

有 効(+):7日 以内に明らかな改善のみられたもの

やや有効(±):7日 以内に軽度の 改善のみられたも

の

無 効(-):7日 以 内に改善のみられなかったもの

2.急 性膀胱炎

著 効(廾):本 剤投与後3日 以内にすべての自・他

覚症状の消失ないし著しい改善のみら

れたもの

有 効(+):7日 以内に明らかな改善のみられたもの

やや有効(±):7日 以内に軽度の改善のみられたも

もの

無 効(-):7日 以内に改善のみられなかったもの
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Table 2 Bacteriological data of 6059-S



472 CHEMOT HERAPY NOV. 1980

Table 3 Laboratory data of 6059-S

*Al -P:I.U.
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成 績

前項の判定基準に従って判定した結果,著 効5例,

有効6例,や や有効2例,判 定不能2例 の成績であ

った。症例1,症 例6の 肺炎症例2例 はいずれもその

経過中にマイコプラズマ抗体価の著しい上昇を認め,マ

イコプラズマ肺炎と診断されたため臨床効果の判定から

は除外し,判 定不能として扱った。

細菌学的には呼吸器感染症でマイコプラズマ肺炎の2

例を除き,本 剤投与前にH.influenzae1例,K.pneu-

moniae1例,E.coli1例,E.cloacaeとK.pneumo-

niae,H.parainfluenzaeとS.aureusの 混合感染各1

例の5例 で菌が検出され,E,cloacaeとK.pneumoniae

の混合感染例でE.cloaoaeが 残存したが,他 の4例 で

は菌の消失を認めた。しかし,投 与前常在細菌叢であっ

た1例 で投与後K.pneumoniaeに 交代 し,ま たマイコ

プラズマ肺炎の1例 で使用中にE.cloacaeが 検出され

たが,投 与後には消失した。

尿路感染症では1例 でE.cloaneお よびS.faecalis

がそれぞれ106個/ml検 出され,他 の1例 でE.coli

が105個/ml検 出されたがいずれも短期間で菌の消失

をみた。

胆道感染症の2例 では菌の検索が施行されず,敗 血

症の2例 ではK.atlantae,E.coli,が それぞれ分離され

たが,い ずれも菌の消失を認めた(Table2)。

以上,本 剤の使用前後に細菌学的検索が 行なわれた

10例 についてみると,細 菌学的に有効 であった もの8

例,無 効のもの2例 の結果であった。

副 作 用

本剤を投与した15症 例のうち1例(症 例9)で,

本剤投与後12日 目に全身に粟粒大の発疹ならびに38.3
°Cの 発熱を認めたが

,投 与中止後発熱は2日 目,発 疹

は3日 目に消退した。また,本 症例において投与7日

目にGOT,GPT,A1-Pの 上昇を認め,投 与中止後約

1週 間で改善傾向を 認め,約1ケ 月後 に正常化した

(GOT:21→147→148→88→22U,GPT:15→60→66→

63→15U,A1-P:7.0→13.1→11.9→12.3→8.3U)。 他

の症例では自覚的な副作用はみられなかった。

臨床検査値の異常については末梢血液所見において症

例3で 本剤投与中に一過性の好酸球の増加(2→18→8

→ 5%)を 認め,症 例7に おいて赤血球,血 色素の軽度

の減少と好酸球の増加(RBC:333→271×104,Hb10.8

→8.59/dl,Eoshlo:5→12%)を 認 め た 。 ま た症 例11

に おい て 赤 血 球,血 色 素 お よ び 好 酸 球の 増 加(RBC:

326→331→299→409×104,Hb=9.6→10.0→9 .0→15.0

9/dl,Eosino;4→0→12%)が み られ たが, 本症例は冑

癌のため抗癌化学療法が同時に行なわれており,さらに

輸血も行なわれているため,本 剤によるものか歪かは不

明である。その他症例14,15に おいても赤血球, 血色

素の減少が観察されたが.症 例14に おいては本剤投与

前から血色素の低値がみられており,症例15 は重篤な

基礎疾患があり,本 剤によるものとは断定し難い。

その他の生化学的検査値については症例9でGOT,

GPT,A1-Pの 上昇を認めたことは,す でに述べたとお

りであるが,そ の他の症例では症例11でGOTの 増

悪(44→70→99U),症 例15で 尿素窒素の増悪(49→71

→ 74→28mg/dl)を みているが,こ れらはいずれも基

礎疾患によるものと考えられ,本 剤と直接因果関係はな

いものと考えられる。

以上,15例 中1例 で好酸球増多,1例 で軽度の貧血

と好酸球増多,1例 で発熱,発 疹,肝 機能異常を認めた

(Table3)。

考 按

す で に述 べ た と お り,6059-Sは セ フ ァロスポ リン剤

とは構 造 の 異 な るオ キ サ セ フ ェム 誘導 体で あ り.β-lac-

tamaseに 極 めて 安 定 で あ り,グ ラム陰 性桿 菌とくにイ

ン ドール 陽性Proteus,H.influenzae,Citrobacter.Ser-

ratia,Enterobacter,P.aeruginosaな どに も抗菌力を持

つ こ とが 特徴 と され て い る3～4)。私 ど もの臨床 成績でも

Table2に 示 し た とお り,細 菌 学 的効 果を 観察し得た

10例 中8例 で 除菌 効 果 が み られ,な かで もH.influ-

enzaeの1例,E.cloacaeの2例 で除 菌出来たことは

基 礎 の成 績 を 反 映す る結 果 と考 え られ るが,K.pneumo-

niaeに 交 代 した1例,E.cloacaeが 残存 した1例 が

あ り,こ の 点若 干 問 題 が残 る もの と考 え られる。

臨床成績 について 松本ら6)は 内科的細菌感染症の34

症例に使用して著効5,有 効25,や や有効3,無 効0。

判定不能1で あったと報告している。私どもの成績で

も症例数は15例 と少ないが,著 効5,有 効6,や や有

効2.無 効0,判 定不能2と 良好な成績が得られた。

この成績で結論を出すことは困難であるが,中 等症ない

しそれ以上の感染症に対して臨床効果が期待し得るもの

と考える。

また,1日 投与量ならびに投与方法の差にまる臨床成

績の差ばこれらの症例でほみられなかった。

最後に副作用については松本ら6)は34例 中1例 で

皮疹の発生をみているが,～私どもの症例では1例 で好

酸球増多,1例 で軽度の貧血と好酸球増多,1例 で発

熱,発 疹,肝 機能異常と15例 中3例 にみられやや多

いように思われる。
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TOSHIYUKI YAMAMOTO,MASAHITO KATO,HIROHIKO NAGASAKA,

KOHZO MORI and TOSHIHIKO TAKEUCHI

First Department of Internal Medicine,Nagoya City University,Medical School

SABURO KITAURA,KUNIO NANJO and EYOICHI KATO

Department of Internal Medicine,Nagoya Municipal Higashi Hospital

6059-S was clinically evaluated in 15 cases of moderate to severe infections including pneumonia(8

cases),chronic bronchitis(1),acute cystitis(2),biliary tract infection(2)and septicemia(2),and the

results of clinical response were excellent in 5 cases,good in 6 and fair in 2.The remaining 2 cases were

not evaluable because both of them were Mycoplasma pneumonia.

Bacteriologically,organisms were eradicated in 8 cases out of 10 from whom causative organism was de-

tected before therapy.

Adverse reactions were observed in 3 out of 15 cases,including eosinophilia(1),slight anemia and

eosinophilia(1),and pyrexia,eruption and changes in hepatic functions(1),respectively.

Although the number of cases studied is not large enough to make any definite conclusion,it seems

that 6059-S is an effective antibiotic for the treatment of moderate to severe infections.


